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八戸看護専門学校八戸看護専門学校八戸看護専門学校八戸看護専門学校 



二 〇 二 二 年 度 推 薦 入 学 試 験  

小 論 文  
 

 

 

 

 

【 注 意 事 項 】  

①  合 図 が あ る ま で 、 試 験 問 題 を 開 け な い こ と 。  

②  試 験 時 間 は 五 十 分 で す 。  

③  問 題 用 紙 （ 表 紙 ） に 受 験 番 号 、 氏 名 を 記 入 す る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  
 

 

 

受 験 番 号  

 

 

 

 

 

氏 名  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  

 

二 〇 二 二 年 度 推 薦 入 学 試 験 小 論 文  

 「 コ ロ ナ 禍 の オ リ ン ピ ッ ク 」 と い う テ ー マ で 、 あ な た が 考 え た こ と を 八 〇 〇 字 以 内 で

述 べ て 下 さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



二 〇 二 二 年 度 社 会 人 入 学 試 験  

一 般 教 養 問 題 用 紙  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 注 意 事 項 】  

①  合 図 が あ る ま で 、 試 験 問 題 を 開 か な い こ と 。  

②  試 験 時 間 は 国 語 ・ 英 語 ・ 数 学 の 三 科 目 で 九 十 分 で す 。  

③  問 題 用 紙 （ 表 紙 ） ・ 解 答 用 紙 に 受 験 番 号 、 氏 名 を 記 入 す る こ と 。  

④  解 答 は 全 て 解 答 用 紙 に 記 入 す る こ と 。  

⑤  試 験 終 了 後 、 問 題 用 紙 ・ 解 答 用 紙 と も 回 収 し ま す 。  

⑥  な お 、 判 読 不 能 の 解 答 や 記 号 記 載 ミ ス は 得 点 と な ら な い の で 注 意 す る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  

 

受 験 番 号  

 

 

 

 

 

氏 名  

 

 

 

 



二 〇 二 二 年 度 八 戸 看 護 専 門 学 校 社 会 人 入 学 試 験 問 題 国 語

次 の 文 章 は 劇 作 家 ・ 演 出 家 の 鴻 上 尚 史 と 評 論 家 佐 藤 直 樹 の 対 談 で す 。 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

①

鴻 上 二 〇 二 〇 年 の 前 半 は コ ロ ナ 禍 に よ っ て さ ま ざ ま な 風 景 が 現 れ ま し た 。 「 自 粛 警 察 」 「 マ ス ク

警 察 」 と い っ た 言 葉 に 代 表 さ れ る 、 監 視 や 排 除 の 心 情 、 あ る い は 差 別 と 偏 見 。 そ う し た も の が 一 気 に

炙 り 出 さ れ た と 思 い ま す 。 な か で も 、 よ り 分 か り や す い 形 で 可 視 化 さ れ た の が 、 日 本 社 会 の 同 調 圧 力

だ っ た の で は な い で し ょ う か 。

②
同 調 圧 力 と は 、 少 数 意 見 を 持 つ 人 、 あ る い は 異 論 を 唱 え る 人 に 対 し て 、 暗 黙 の う ち に 周 囲 の 多 く の

人 と 同 じ よ う に 行 動 す る よ う 強 制 す る こ と で す 。 こ う し た も の に 、 僕 は い ま も 、 息 苦 し さ を 感 じ て い

ま す 。 コ ロ ナ が 怖 い 、 確 か に そ の 通 り な の で す が 、 そ れ 以 上 に 、 何 か を 強 い ら れ る こ と が 、 そ し て 異

論 が 許 さ れ な い 状 況 に あ る こ と が 、 何 よ り も 怖 い 。

も ち ろ ん コ ロ ナ 以 前 に も さ ま ざ ま な か た ち で の 同 調 圧 力 は 存 在 し ま し た 。 た と え ば 学 校 や 会 社 の な

か で 先 輩 や 上 司 に 言 わ れ た こ と は ど ん な に ム チ ャ な 命 令 で も 黙 っ て 従 う べ き だ と か 、 会 社 が 苦 し い ん

だ か ら 今 は 我 慢 し ろ と か 、 さ ま ざ ま な 理 不 尽 を 受 け 入 れ る し か な い 空 気 が あ り ま し た 。 僕 が 以 前 か ら

③

く り か え し 述 べ て い る 「 空 気 を 読 め 」 の 風 潮 で す 。 そ れ が コ ロ ナ に よ っ て 、 明 確 に 、 そ し て 狂 暴 に な

っ て 現 れ て き た よ う に 感 じ る ん で す 。 コ ロ ナ は 確 か に 存 在 す る く せ に 日 本 人 お よ び 日 本 社 会 が 曖 昧 に

し て い た も の を 私 た ち に 突 き つ け た 気 が し ま す 。

今 回 、 佐 藤 さ ん に 対 談 を お 願 い し た い と 思 っ た の は 、 そ う し た 同 調 圧 力 は ど こ か ら 生 ま れ る の か 、

ど ん な か た ち で 私 た ち に 影 響 を 与 え る の か 、 そ し て 私 た ち は ど う 生 き た ら よ い の か を じ っ く り お 話 し

し た か っ た か ら な ん で す 。

佐 藤 日 本 人 は 「 世 間 」 に 住 ん で い る け れ ど 、 「 社 会 」 に は 住 ん で い な い 、 と い う こ と で す ね 。 「 世

④

間 」 と 「 社 会 」 を ご く 簡 単 に 定 義 す る と 、 社 会 と い う の は 「 ば ら ば ら の 個 人 か ら 成 り 立 っ て い て 、 個

人 の 結 び つ き が 法 律 で 定 め ら れ て い る よ う な 人 間 関 係 」 だ と 考 え て い ま す 。 一 方 、 「 世 間 」 と い う の

⑤

は 、 「 日 本 人 が 集 団 と な っ た と き に 発 生 す る 力 学 」 と 考 え て い ま す 。 そ れ は あ る 種 の 人 間 関 係 の つ く

り か た の こ と な ん で す が 、 「 力 学 」 と 言 っ た の は 、 そ こ に 同 調 圧 力 な ど の 権 力 的 な 関 係 が 生 ま れ る か

⑥

ら で す 。 『 万 葉 集 』 で は 山 上 憶 良 が 「 世 間 を 憂 し と や さ し と 思 へ ど も 飛 び 立 ち か ね つ 鳥 に し あ ら ね ば 」

よ の な か

と 歌 っ て い ま す が 、 一 〇 〇 〇 年 以 上 の 歴 史 が あ り ま す 。 日 本 人 は 長 い こ と こ の 「 世 間 」 に 縛 ら れ て き

た 。 極 端 に 言 え ば 、 日 本 人 の 人 間 関 係 の つ く り か た は 、 こ れ だ け ス マ ホ な ど の 電 子 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の 手 段 が 発 達 し て い る の に 、 一 〇 〇 〇 年 以 上 の 間 ほ と ん ど 変 わ っ て い な い と 思 い ま す 。

問 一 傍 線 部 ① に つ い て 、 マ ス ク の 他 に ど ん な こ と が あ げ ら れ る か 。 い く つ か 列 挙 し な さ い 。

問 二 傍 線 部 ② に つ い て 、 そ れ は な ぜ 問 題 な の か 。 文 中 よ り 一 文 で 書 き 抜 き な さ い 。



問 三 傍 線 部 ③ に つ い て 、 な ぜ そ れ が 否 定 的 に と ら え ら れ て い る の か 。 左 群 よ り 最 適 な も の を 選 ん で

番 号 で 答 え な さ い 。

１ 世 間 に 迷 惑 が か か っ て い る か ら 。

２ み ん な の 気 持 ち を 踏 み に じ っ て い る か ら 。

３ 自 分 が 理 不 尽 な こ と を し て い る こ と に 気 づ い て い な い か ら 。

４ 全 体 の 意 向 を 無 視 し て 自 分 勝 手 に 振 る 舞 う か ら 。

５ 監 視 や 排 除 の 心 情 や 偏 見 が あ る か ら 。

問 四 傍 線 部 ④ に つ い て 、 「 ば ら ば ら の 」 と は 個 人 の 何 を 指 す の か 。 簡 潔 に 答 え な さ い 。

問 五 「 あ る 種 の 」 と は 何 に お け る 人 間 関 係 な の か 。 文 中 よ り 書 き 抜 き な さ い 。

問 六 傍 線 部 ⑥ に つ い て 、 読 み を 平 仮 名 で 書 き な さ い 。 ま た そ れ は 何 時 代 の 人 で す か 。

問 七 本 文 に タ イ ト ル を つ け る 場 合 、 も っ と も 妥 当 だ と 思 わ れ る も の を 左 群 よ り 選 ん で 番 号 で 答 え な

さ い 。

１ 空 気 を 読 め な い 大 人

２ 理 不 尽 な 全 体 主 義

３ 異 論 を 許 さ な い 空 気

４ 世 間 体 を 重 ん ず る 組 織

５ 人 間 関 係 の 破 綻



問 五

得
点

氏
名

受
験
番
号

問 七
二 〇 二 二 年 度 　 八 戸 看 護 専 門 学 校

社 会 人 入 学 試 験 　 国 語 　 解 答 用 紙

問 四
問 三

問 六
問 一

問 二



＊
1

5
5

5
5

（
書
き
抜
き
）

や ま の う え の お く ら 　 ・ 　 奈 良 時 代

3

問 二 ＊
2

問 一 は 一 つ で も 可 。＊
1

コ ロ ナ が 怖 い 、 確 か に そ の 通 り な の で す が 、 そ れ 以 上 に 、 何 か を 強 い ら れ る こ と

が 、 そ し て 異 論 が 許 さ れ な い 状 況 に あ る こ と が 、 何 よ り も 怖 い 。

思 想 信 条 、 も の の 考 え 方 や 感 じ 方 、 価 値 観 　 　 な ど

世 間

問 一

問 二 は 抜 き 出 し が 不 正 確 な 場 合 は そ の つ ど １ 点 減 。

5
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＊
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手 指 消 毒 、 体 温 測 定 、 員 数 制 限   な ど
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2022年度 八戸看護専門学校 社会人入学試験問題 英語 

 

 

Ⅰ．次の英文の（  ）に入れるのに最も適切なものを、１つずつ選びなさい。 

 

1.    ”How was your trip to Edinburgh?” 

“Oh, it was (  ). It was freezing all through our stay there!” 

      a)great  b)in Scotland  c)awful  d)last week 

 

2.   “We met our new teacher today.” 

     “What’s he like?” 

     “Well, (  ).” 

     a)he likes music  b)he looks kind  c)he didn’t tell us  d)he isn’t liked 

 

3.   You don’t (  ) to come to school tomorrow because it is holiday tomorrow. 

     a)can  b)must  c)have  d)should 

 

4.   Tom, a friend of (  ), is now visiting me. 

     a)I  b)my  c)me  d)mine 

 

5.   He (  ) hardly left the office when I visited him. 

     a)did not  b)have not  c)had  d)had not 

 

6.   There (  ) a hospital in the center of the city. 

     a)used to be  b)used to being  c)used to have been  d)used to having 

 

7.   It is important (  ) the rule. 

     a)you obeying  b)your obeying  c)of you to obey  d)for you to obey 

 

8.   Please remember (  ) a call when you get there. 

     a)giving me  b)having given me  c)to have given me  d)to give me 

 

9.   This book is worth (  ) . 

     a)to read  b)read  c)reading  d)to be read 

 

10.  He was sleeping with all the doors and windows (  ) . 

     a)close  b)closed  c)closing  d)to close 

 

 



Ⅱ．次の日本語の意味にあうように語順を並べ替えて文を完成しなさい。 

 

1.マイクはなんと大きな絵を描いているのでしょう。 

(1.drawing  2.a  3.painting  4.what  5.is  6.Mike  7.big)! 

 

2.もし私があなたなら、絶対に彼の言うことを聞きません。 

If I were you, (1. would  2.listen  3. I  4.him  5. never  6. to). 

 

3.あなたは静かにしていたほうがいい。（1語不要） 

(1.had  2.to  3.silent  4.keep  5.you  6.better). 

 

4.もう一杯お水はいかがですか？ 

(1.water  2.would  3.of  4.glass  5.another  6.you  7.like)? 

 

5.この試験が難しすぎると思う人もいます。 

(1.hard  2.this exam  3.some  4.is  5.too  6.think). 

 

 

 

Ⅲ．次の対話文が完成するように、文中の空所にあてはまる最も適当な単語を下の（ ）内から選び、

必要ならば語形を変化させて書きなさい。 

 

Mary : What did you do yesterday? 

Tom  : I was at home, and I ( 1 ) a letter to my friend in England.  ( 2 ) did you spend your holiday? 

Mary : We went to see our uncle in the country.  He lives with his wife and two ( 3 ).  They are all 

( 4 ) kind that we like them very much. 

Tom  : Who went with you? 

Mary : My brother ( 5 ).  There is a beautiful lake ( 6 ) our uncle’s house.  In the afternoon we went 

to the lake by ( 7 ). 

Tom  : Oh, did you?  I’d like to go to the lake, ( 8 ).  I have ( 9 ) been there. 

Mary : All right!  I’ll take you to the lake next Sunday, ( 10 ) it is fine. 

 

(do  if  write  in  too  never  into  how  so  child  which  bicycle  near  very) 

 

 

 

 

 



Ⅲ

５．

Ⅰ
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８． ９．
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→

→

→

１０．６．

５．

氏名

１． ２．

３．

２．

３．

７．

→

得点

点

2022年度　八戸看護専門学校　社会人入学試験　英語　解答用紙

受験番号
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(1) (2)
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(5) (6)

(7)
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2022年度　八戸看護専門学校　社会人入学試験　英語　模範解答

受験番号

１．

Ⅱ

氏名

１． ２．

３．

２．

３．

７．

3

→

５．

c b c d c

１０．

a d d c b

６．

５．

Ⅰ

４． →

８． ９．

４．

2

→4

Ⅲ

2 6 7

5 1

1

(1) wrote  

(5) did

(7) bicycle

(9) never 

(2)

(4)

(6)

(8)

(10)

How
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2022 年度 八戸看護専門学校 社会人入学試験問題 数学 

 

 

 

Ⅰ.次の各問いに答えなさい。 

 １）9𝑥2 − (𝑥 − 1)2 を因数分解しなさい。 

 ２）3 < 𝑥 < 6，2 < 𝑦 < 6のとき𝑥 + 𝑦、𝑥 − 𝑦の値の範囲を求めなさい。 

 ３）(−𝑎2 )
3

× 𝑎2 × (− 𝑎3 )
4
を簡単にしなさい。 

 ４）𝑥 =
√3−1

√3+1  
, 𝑦 =

√3+1

√3−1
のとき、𝑥 + 𝑦、𝑥𝑦の値を求めなさい。 

 

 

 

Ⅱ.放物線𝑦＝𝑥2 − 2𝑥 + 5・・・①について、次の問いに答えなさい。 

 １）①の頂点の座標を求めなさい。 

 ２）①を𝑦軸に関して対称移動した放物線の式を求めなさい。 

 

 

 

Ⅲ. ABC において、𝐴𝐵＝8，𝐵𝐶＝7，𝐶𝐴＝5のとき次の各問いに答えなさい。 

 １）𝑐𝑜𝑠𝐴の値を求めなさい。 

 ２）𝑠𝑖𝑛𝐴の値を求めなさい。 

  ３） ABC の面積を求めなさい。 

 

 

 

Ⅳ.男子３人、女子４人から３人の代表を選ぶとき、次の確率を求めなさい。 

１）代表の中に特定の女子𝐴が選ばれる確率。 

２）女子だけが代表に選ばれる確率。 

 



2022年度 八戸看護専門学校 社会人入学試験 数学 解答用紙 
 

点 
受験番号 

 
氏名 

  

 

Ⅰ 

１）                                

２）    < 𝑥 + 𝑦 <          < 𝑥 − 𝑦 <     

３）   

４）    𝑥 + 𝑦＝           𝑥𝑦＝  

Ⅱ １）   ２）   

Ⅲ １）   ２)   ３)   

Ⅳ １）   ２）   

 



2022年度 八戸看護専門学校 社会人入学試験 数学 模範解答 
 

点 
受験番号 

 
氏名 

  

 

Ⅰ 

１） (4𝑥 − 1)(2𝑥 + 1)                              ４点 

２） 5 < 𝑥 + 𝑦 < 12、       − 3 < 𝑥 − 𝑦 < 4   各２点 

３） 20a−        ４点 

４） 𝑥 + 𝑦＝4    𝑥𝑦＝1        各２点 

Ⅱ １） （1，4） ４点 ２） 

ｙ＝(𝑥 + 1)2 + 4 

または 

ｙ＝𝑥2 + 2𝑥 + 5 

   ４点      

Ⅲ １） 
1

2
 ２点 ２) 

√3

2
 ２点 ３) 10√3 ４点 

Ⅳ １） 
3

7
 ４点 ２） 

4

35
 ４点 

 



二 〇 二 二 年 度 社 会 人 入 学 試 験  

小 論 文  
 

 

 

 

 

【 注 意 事 項 】  

①  合 図 が あ る ま で 、 試 験 問 題 を 開 か な い こ と 。  

②  試 験 時 間 は 五 十 分 で す 。  

③  問 題 用 紙 （ 表 紙 ） に 受 験 番 号 、 氏 名 を 記 入 す る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  
 

 

 

受 験 番 号  

 

 

 

 

 

氏 名  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  

 

二 ○ 二 二 年 度 社 会 人 入 学 試 験 小 論 文  

 

 「 働 き 方 改 革 へ の 提 案 」 と い う テ ー マ で 、 八 〇 〇 字 以 内 で 述 べ て く だ さ い 。  

 

 

 

 



二 〇 二 二 年 度 Ⅰ 期 一 般 入 学 試 験  

問 題 用 紙 国 語  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 注 意 事 項 】  

①  合 図 が あ る ま で 、 試 験 問 題 を 開 か な い こ と 。  

②  試 験 時 間 は 五 十 分 で す 。  

③  問 題 用 紙 （ 表 紙 ） ・ 解 答 用 紙 に 受 験 番 号 、 氏 名 を 記 入 す る こ と 。  

④  解 答 は 全 て 解 答 用 紙 に 記 入 す る こ と 。  

⑤  試 験 終 了 後 、 問 題 用 紙 ・ 解 答 用 紙 と も 回 収 し ま す 。  

⑥  な お 、 判 読 不 能 の 解 答 や 記 号 記 載 ミ ス は 得 点 と な ら な い の で 注 意 す る こ と 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  

 

受 験 番 号  

 

 

 

 

 

氏 名  

 

 

 

 



二 〇 二 二 年 度 八 戸 看 護 専 門 学 校 Ⅰ 期 一 般 入 学 試 験 問 題 国 語

一 、 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

「 日 本 人 は 学 校 で 何 年 も 何 年 も 英 語 を 習 う が さ っ ぱ り 話 せ な い 」 、 と か 、 「 ア メ リ カ で は 子 供 で も

Ａ

英 語 が 話 せ る 。 日 本 で も で き る だ け 早 く か ら 英 語 を 学 ば せ る べ き だ ！ 」 、 「 英 語 は 一 朝 一 夕 で 覚 え ら

① Ｂ

れ な い か ら 毎 日 勉 強 、 勉 強 ！ 」 な ど 、 よ く 聞 く ハ ナ シ だ 。 さ ら に 、 企 業 に 入 っ て も 英 会 話 が 覚 束 な い

Ｃ

と 国 際 競 争 力 に 太 刀 打 ち で き な い と か 、 英 会 話 が で き な け れ ば 立 派 な 国 際 人 に は な れ な い な ど と 思 い

②

込 ん で い る ふ し も あ る 。 気 持 は 分 か る が 、 そ の 認 識 も そ れ を ベ ー ス と す る 論 法 も そ こ で 終 わ っ て い る 。

こ の 問 題 は 本 来 、 外 国 語 教 育 全 般 に 関 わ る 問 題 な の だ が 、 目 下 、 世 上 を に ぎ わ し て い る の は 小 学 校

か ら の 英 語 教 育 の 問 題 な の で 、 以 下 、 「 英 語 教 育 」 と し て 述 べ る こ と と す る 。

「 国 際 社 会 で 活 躍 で き る 人 間 を 」 と い う 旗 印 の も と に 、 政 財 界 が 主 導 し て 始 ま っ た 新 し い 大 学 入 試

③

の 導 入 も 直 前 で 壁 に ぶ つ か り 結 局 は 延 期 に な っ た 。 こ れ に よ っ て 、

Ｄ

受 験 生 や 送 り 出 す 高 校 側 や 保 護 者 が 翻 弄 さ れ た 。 試 験 を 課 す 側 に 問 題 が あ っ た の は 確 か だ 。 試 験 で 総

合 的 な 学 力 を み る と い う 理 念 は 分 か る が 、 英 語 教 育 に 関 す る 共 通 の 理 念 が 定 ま ら な い ま ま 、 加 え て 、

答 案 処 理 の 方 法 論 な ど 手 続 き 上 の 問 題 も 脆 弱 な ま ま 敏 感 な 受 験 生 の 前 に 公 表 し た の は い か に も 拙 速 に

過 ぎ た 。

問 題 は 政 財 界 が 期 待 す る 「 活 躍 」 の 意 味 に あ る 。 国 際 的 に 活 躍 す る と い う こ と は 英 語 が 話 せ る と い

う だ け で 事 足 り る か の よ う な 発 想 は 貧 弱 だ 。 政 財 界 で さ し あ た っ て 期 待 す る の は 国 際 的 な 商 取 引 で 必

Ｅ

要 と す る 流 暢 な 会 話 力 と 、 せ い ぜ い 外 国 人 と の お 付 き 合 い が 可 能 と い う 程 度 の 潤 滑 油 と し て の 会 話 力

④

だ と す れ ば 、 そ れ は 英 語 教 育 の も つ 大 目 標 か ら は 程 遠 い も の だ 。

大 切 な の は 異 文 化 理 解 や 我 が 国 の 文 化 発 信 の た め 本 格 的 な 英 語 力 を 体 得 す る こ と だ 。 そ れ は 日 本 人

と し て の 「 知 性 」 ・ 「 理 性 」 ・ 「 感 性 」 な ど に 裏 打 ち さ れ た 総 合 的 な 「 人 間 力 」 が 土 台 に な る も の で 、

母 国 語 へ の 深 い 理 解 や 歴 史 な ど を 含 む 他 の 総 合 的 な 理 解 が あ っ て は じ め て 可 能 に な る も の だ と 思 う 。

宮 藤 等 「 徒 然 種 々 」 よ り

問 一 傍 線 部 Ａ ～ Ｅ の 読 み を 平 仮 名 で 書 き な さ い 。

問 二 傍 線 部 ① に つ い て 、 筆 者 は な ぜ 片 仮 名 表 記 に し た と 思 い ま す か 。 あ な た の 考 え を 簡 潔 に

書 き な さ い 。

問 三 傍 線 部 ② に つ い て 、 「 そ こ 」 と は 何 を 指 す の か 。 文 中 か ら 書 き 抜 き な さ い 。

問 四 傍 線 部 ③ に つ い て 、 そ の 理 由 を 述 べ て い る 一 文 を 指 摘 し 、 最 初 と 最 後 の 五 文 字 で 答 え な さ

い 。

問 五 傍 線 部 ④ に つ い て 、 そ れ に 該 当 す る 部 分 を 三 十 五 字 以 内 で 書 き 抜 き な さ い 。

二 、 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

国 力 と い う の は 何 を 基 準 に は か る こ と が で き る の で し ょ う 。 本 書 で も 、 そ れ に つ い て 姜 さ ん( 政 治

か ん

学 者 姜 尚 中 氏 ） と お 話 し し て い ま す が 、 僕 は 、 国 力 の た い せ つ な 指 標 の 一 つ は 「 失 敗 か ら 立 ち 直 る

か ん さ ん じ ゆ ん

と き の 復 元 力 」 だ と 思 っ て い ま す 。 僕 が ア メ リ カ と い う 国 を そ れ で も 高 く 評 価 す る の は 、 こ の 「 失 敗



か ら リ カ バ ー す る 力 」 を 持 っ て い る こ と で す 。
①

国 力 の 指 標 は も う 一 つ あ り ま す 。 そ れ は 「 未 来 に つ い て 、 広 々 と し た 、 向 日 的 な ヴ ィ ジ ョ ン を 提 示

で き る 力 」 で す 。 真 の 国 力 と い う の は 軍 事 力 と か 経 済 力 と か い う 静 止 的 な 「 量 」 で 計 量 し き れ る も の

で は な く て 、 そ の 国 が 未 来 に 対 し て 、 ど う 働 き か け る つ も り で い る の か 、 ど う い う 未 来 を （ Ａ ソ ウ

出 ） す る つ も り で い る の か と い う と こ ろ に は っ き り と 表 れ る も の だ か ら で す 。 そ れ を 「 勢 い 」 と 言

っ て も い い し 、 「 変 化 の 感 度 」 と 言 っ て も い い し 、 「 イ ノ ベ ー シ ョ ン 力 」 と 言 っ て も い い 。 変 化 の 瞬

間 に お け る 運 動 の 鋭 さ と 精 度 で す 。 そ れ が 「 国 力 」 の 非 常 に 重 要 な 指 標 だ と 僕 は 思 っ て い ま す 。

国 力 を 「 復 元 力 」 で 考 量 す る に せ よ 、 「 ヴ ィ ジ ョ ン の 提 示 力 」 で 考 量 す る に せ よ 、 今 の 日 本 は 国 力

②

が ハ ッ キ リ と 衰 微 し て い る と 言 わ ざ る を え ま せ ん 。 と く に 「 ヴ ィ ジ ョ ン を 提 示 す る 力 」 が き わ だ っ て

衰 え て い る よ う に 僕 に は 思 え ま す 。

そ れ は 別 に 経 済 成 長 率 が 落 ち て い る と か 、 株 価 が 上 が ら な い と か 、 （ Ｂ ヨ ク 止 ） 力 が 足 り な い

と か 、 そ う い う 定 量 的 な 意 味 で の 衰 え で は あ り ま せ ん 。 現 に 、 日 本 は 、 経 済 力 も 軍 事 力 も 、 「 量 」 と

し て は 十 分 に 備 え て い る 。 け れ ど も 、 そ れ を ど う 「 使 う 」 の か 、 ど う 「 （ Ｃ イ か す ） 」 の か 、 そ

れ に よ っ て こ の 地 上 に ど の よ う な 「 よ き も の 」 を も た ら す つ も り で い る の か 、 そ の 「 方 向 性 」 に つ い

て は 、 腰 が 決 ま っ て い な い 。 方 向 性 が 定 ま っ て い な い と い う よ り 、 国 と い う も の は 国 民 に 対 し て 、 ま

た 国 際 社 会 に 対 し て 「 ど う い う 国 で あ ろ う と し て い る の か 」 に つ い て の ヴ ィ ジ ョ ン を 提 示 で き な け れ

ば な ら な い と い う 自 覚 さ え な い 。

（ 中 略 ）

カ ナ ダ も 決 し て 大 国 で は あ り ま せ ん 。 で も ジ ャ ス テ ィ ン ・ ト ル ド ー 首 相 は （ Ｄ ソ 閣 ） に 際 し て

③

閣 僚 の 男 女 比 を 同 じ に し ま し た 。 メ デ ィ ア に 理 由 を 尋 ね ら れ て 、 彼 は 「 だ っ て 、 い ま は ２ ０ １ ５ 年 だ

よ 」 と 答 え て 、 国 際 社 会 に 向 け て 実 に さ わ や か で 衝 撃 的 な メ ッ セ ー ジ を 発 信 し ま し た 。 こ う い う メ ッ

セ ー ジ を 発 信 で き る か ど う か は 、 そ の 国 の 人 口 と も 国 土 面 積 と も Ｇ Ｄ Ｐ と も 軍 事 力 と も 関 係 あ り ま せ

④

ん 。 そ う い う 国 は 他 国 の 人 々 か ら 控 え め な 敬 意 を 払 わ れ る 。 何 か あ っ た と き に 、 「 こ の 国 の 人 た ち は

ど う い う ふ う に 考 え 、 ど う い う ふ う に 判 断 し 、 ど う い う 行 動 を と る の か 」 （ Ｅ 注 シ ） さ れ る 。

内 田 樹 「 ア ジ ア 辺 境 論 」 よ り

問 一 Ａ ～ Ｅ の 片 仮 名 に 該 当 す る 漢 字 の 入 っ て い る も の を 選 ん で 、 そ れ ぞ れ 番 号 で 答 え な さ い 。

Ａ １ 喪 失 ２ 想 像 ３ 早 計 ４ 創 造 ５ 総 意

Ｂ １ 欲 望 ２ 翼 賛 ３ 抑 制 ４ 浴 場 ５ 沃 野

Ｃ １ 活 躍 ２ 生 物 ３ 易 化 ４ 異 論 ５ 医 療

Ｄ １ 簡 素 ２ 租 税 ３ 素 描 ４ 礎 石 ５ 組 曲

Ｅ １ 始 末 ２ 視 覚 ３ 姿 勢 ４ 指 示 ５ 至 点

問 二 二 重 傍 線 部 の 表 現 を 用 い て 短 文 を 作 り な さ い 。

問 三 傍 線 部 ① に つ い て 、 そ れ は ど う い う こ と か 。 文 中 よ り 二 十 字 以 内 で 書 き 抜 き な さ い 。

問 四 傍 線 部 ② に つ い て 、 そ れ を 言 い 換 え て い る 部 分 を 書 き 抜 き な さ い 。

問 五 傍 線 部 ③ に つ い て 、 こ の と き 、 ト ル ド ー 首 相 の 頭 に あ っ た 言 葉 は 何 か 。 簡 潔 に 書 き な さ い 。

問 六 傍 線 部 ④ に つ い て 、 「 敬 意 」 は 何 に 対 す る も の か 。 文 中 よ り 一 語 で 書 き 抜 き な さ い 。
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２０２２年度 Ⅰ期一般入学試験  
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【注意事項】 

① 合図があるまで、試験問題を開かないこと。 

② 試験時間は 50分です。 

③ 問題用紙（表紙）、解答用紙に受験番号、氏名を記入すること。 

④ 解答は全て解答用紙に記入すること。 

⑤ 試験終了後、問題用紙・解答用紙とも回収します。 

⑥ なお、判読不能の解答や記号記載ミスは得点とならないので注意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験

番号 
 氏名  

 

八戸看護専門学校 



 

 

  

2022年度 八戸看護専門学校 Ⅰ期一般入学試験問題 英語 

 

 

Ⅰ．次の英文の（  ）に入れるのに最も適切なものを、１つずつ選びなさい。 

 

1.   “Do I have to read through the book now?” 

“Well, you (  ). You can take it home.“ 

a)must not  b)have to  c)know why  d)need not 

 

2.   You have to give up (  ). 

     a)smoke  b)smoking  c)to smoke  d)to smoking 

 

3.   I (  ) a book in my room when there was an earthquake. 

     a)have read  b)was reading  c)read  d)had read 

 

4.   My car is (  ) better than yours. 

     a)more  b)much  c)the  d)very 

 

5.   He looked really (  ). 

     a)surprise  b)surprised  c)to surprise  d)surprises 

 

6.   Would you mind (  ) the window for me? 

     a)open  b)to open  c)opening  d)opened 

 

7.   “It is (  ) for you.” means “You have to do it.”  

     a)impossible  b)wonderful  c)important  d)necessary 

 

8.   They (  ) have arrived in Tokyo! The train has just left! 

     a)cannot  b)don’t  c)should  d)may 

 

9.   We need to (  ) the situation right now. 

     a)discuss about  b)discuss to  c)discuss with  d)discuss 

 

10.  If I (  ) you, I would buy it. 

     a)am  b)was  c)were  d)being 

 

 

 

 



 

 

Ⅱ．次の日本語の意味にあうように語順を並べ替えて文を完成し、記号で答えなさい。 

 

1. この宿題を手伝ってもらえませんか。 

(1.homework  2.will  3.this  4.you  5.with  6.help  7.me)? 

 

2. バスの中で、財布を盗まれた。 

(1.wallet  2.I  3.stolen  4.my  5.had) in the bus. 

 

3. コーヒーをもう 1杯いかがですか。 

(1.like  2.of  3.would  4.cup  5.you  6.coffee  7.another)? 

 

4. 彼は私たちにそのドアを開けるように言った。 

(1.to  2.the  3.open  4.told  5.he  6.us) door. 

 

5. よし子は絵を描くのがうまい。 

(1.good  2.painting  3.is  4.Yoshiko  5.at). 

 

 

 

Ⅲ.次の英文を読んで、あとの問いに答えなさい。 

  Yoshiko studied till late that night.  She was so tired that she stopped studying and went ( 1 ) of 

the house ( 2 ) the garden.  It was very cold.  The stars were out in the sky and they were very 

beautiful.  She watched them ①for a while. 

  Then she found a strange object in the sky.  The object was moving from north to south.  It was 

shining and was bigger than the stars.  At first she thought that it was a plane, but when she 

looked at it carefully, ②she thought it was something else.  It didn’t fly like a plane.  It sometimes 

( 3 ) fast and sometimes slowly and then stopped in the sky.  In a few minutes, it ( 3 ) away to the 

( 4 ). 

  When she went into her house again, she told her parents about the strange object.  But they 

didn’t believe her and only laughed.  It was already so late.  Her father told her to go to bed ③at 

once. 

  The next morning Yoshiko met her friend Tadashi ①(1.school  2.way  3.on  4.her  5.to).  ④

She asked him if he had seen the strange object in the sky the night before.  He said, “No, I didn’t.  

I was reading in my room and didn’t go out.” 

  She told him all about the strange object.  He was very interested in her story, and asked her a 

lot of questions.  Then he said, “It may be a UFO.  I’ve never seen such flying objects but I’ve read 

a lot about UFOs.”  ⑤Tadashi told Yoshiko everything he knew about them. 

 

1. ( 1 )( 2 )に入る単語の正しい組み合わせを選びなさい。 

a) to / to   b) out / with   c) for / to   d) out / into 



 

 

2. 下線部①の意味として、最も適当なものを選びなさい。 

   a) ほんの少しの間 b) かなり長い間 c) しばらくの間 d)いつまでも 

 

3. ( 3 )にはそれぞれ flyの過去形が入る。flyの過去形を書きなさい。 

 

4. ( 4 )は太陽が昇る方角である。その方角を英語で書きなさい。 

 

5. 下線部②を次のように書き表すとき、(  )内の語のうち最も適当なものを選びなさい。 

     She didn’t think it was a (1.star  2.plane  3.UFO  4.house). 

 

6. 下線部③の意味と同じ意味になるように、次の(  )に単語を補いなさい。 

     (  ) away 

 

7. カッコ①が「彼女が学校に行く途中」という意味になるように並べ替え、記号で答えなさい。 

 

8. 下線部④、⑤の各英文を日本語に直しなさい。 

 

9. 次の英文の中で、本文の内容と一致するものを３つ選び、記号で答えなさい。 

a) It was so cold that Yoshiko stopped studying and went to bed early. 

b) When Yoshiko was studying in her room, she saw a strange object in the sky. 

c) When Yoshiko was looking at the stars, she found a strange object in the sky. 

d) The object Yoshiko saw was flying very slowly but never stopped in the sky. 

e) The flying object Yoshiko saw was bigger than the stars and flew away. 

f) Yoshiko didn’t tell her parents about the object, because she didn’t think they would believe 

her. 

     g) The next morning Tadashi said to Yoshiko, “Did you see a strange plane in the sky last 

night?” 

     h) When Yoshiko talked about the strange object next morning, Tadashi told he had seen it the 

night before. 

     i) Tadashi didn’t see the flying object that night as he was reading in his room. 

     j) Tadashi never saw UFOs before and he knew little about such flying objects. 

 

 

Ⅳ．次の各英文に、それぞれ 3語以上の英文を用いて返事をしなさい。 

1. What did you have for breakfast this morning? 

2. Can you swim? 

3. How many brothers and sisters do you have? 

4. Have you ever been to Europe?  

5. Where do you live? 

 



Ⅳ

１．

２．

３．

４．

５．

８．

④

⑤

７． → → → →

５． ６．

３． ４．

Ⅲ

１． ２．

９．

→ →

→ →

５． → →

→

４． → → →

→ → →

→ →

３． → →

→ →

２． → →

→ → →

Ⅱ

１． →

６． ７． ８． ９． １０．
Ⅰ

１． ２． ３． ４． ５．

2022年度　八戸看護専門学校　Ⅰ期一般入学試験　英語　解答用紙
得点

受験番号 氏名
点



Ⅰ

各2点

Ⅱ

各4点

1.2.

各2点

3.4.

各3点

5. 2点

6. 3点

4点

8.

各5点

1つあっていれば2点

2つ→4点、3つ→6点

各5点

Ⅲ

Ⅳ
（
解
答
例
）

I live in Aomori.

１．

２．

３．

４．

５．

1

彼女は彼に、昨晩空に不思議な物体を見なかったかどうかたずねた

タダシはヨシコに、彼が知っていることを全て教えた⑤

I had some rice and miso soup.

No, I can’t.

I have a sister and a brother.

Yes I have.

６． right 

3 → 4 → 2

１．

３．

５． 2

７． → 5 →

5 3

８．

3 1 → → 25

→ → 1

→ 5 4 → → 3

→ 1

4 →

2 → 4 6

2 →

2 →7

1

→

９． c.　e.　i

→3 5 6

5 → 4 → 6 → → 3 → 2

→7 →→

1

→ → 4 →

④

４．

２． c

 flew east 

９． １０．

c d a d

７． ８．

c

４． ５．

d b b b b

Ⅱ

５．

氏名

１． ２．

３．

２．

３．

６．

d

Ⅰ

４．

得点

点

2022年度　八戸看護専門学校　Ⅰ期一般入学試験　英語　模範解答

受験番号

１．
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【注意事項】 

① 合図があるまで、試験問題を開かないこと。 

② 試験時間は 50分です。 

③ 問題用紙（表紙）、解答用紙に受験番号、氏名を記入すること。 

④ 解答は全て解答用紙に記入すること。 

⑤ 試験終了後、問題用紙・解答用紙とも回収します。 

⑥ なお、判読不能の解答や記号記載ミスは得点とならないので注意すること。 
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番号 
 氏名  

 

八戸看護専門学校 



2022 年度 八戸看護専門学校 Ⅰ期一般入学試験問題 数学 

 

 

Ⅰ.次の各問いに答えなさい。 

 １）(𝑥 − 2𝑦 + 𝑧)(𝑥＋２𝑦 − 𝑧)を展開しなさい。 

 ２）𝑥 ≤ 1のとき√𝑥2－2𝑥 + 1を簡単にしなさい。 

 ３）126と 84の最大公約数と最小公倍数を求めなさい。 

 ４）𝑎𝑏2 − 𝑏𝑐2 + 𝑏2 𝑐 − 𝑐2 𝑎を因数分解しなさい。 

 ５）「𝑥 ≤ −２またはｙ ≥１」の否定を答えなさい。 

 

 

Ⅱ.９人の人がいる。次の場合の数はいくらかを答えなさい。 

１）４人と５人の２組に分ける。  

 ２）３人ずつ A，B，Cに分ける。 

 ３）３人ずつ３組に分ける。 

 

 

Ⅲ.平行四辺形 ABCDにおいて、AB＝５、BC＝３、CA＝７のとき、次の問いに答えなさい。  

 １）∠Bの値を求めなさい。             D           C 

 ２）BDの長さを求めなさい。                  

７        ３ 

                                       

                          A     ５    B 

Ⅳ.放物線ｙ＝2𝑥2 − 4𝑥 + 4・・・①について次の各問いに答えなさい。 

１）放物線①の頂点の座標を求めなさい。 

２）放物線①と同じ頂点をもち、（－１、－１０）を通る放物線の式を求めなさい。           

 

 

Ⅴ.赤球５個、白球３個入っている袋から A,Bの二人がこの順に 1個ずつ球を取り出す。ただし取り出

した球はもとに戻さないものとする。このとき次の確率を求めなさい。      

 １）A,Bが、ともに白球を取り出す。 

２）Aが赤球、Bが白球を取り出す。 



2022年度 八戸看護専門学校 Ⅰ期一般入学試験 数学 解答用紙 
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受験番号 

 
氏名 

  

 

 Ⅰ 

１）  

２）  

３）  

４）  

５）  

 Ⅱ １） 

 

              

 

 

２） 

 

 

 

３） 

 

 

 Ⅲ １）  ２）  

 Ⅳ １）  ２）  

 Ⅴ １）  ２）  

 



2022年度 八戸看護専門学校 Ⅰ期一般入学試験 数学 模範解答 
 

点 
受験番号 

 
氏名 

  

 

 

Ⅰ 

１） 𝑥2－4ｙ
2
−ｚ

2
+ 4ｙｚ                         ５点 

２） −𝑥 + 1                                 ５点 

３） 最大公約数 42  最小公倍数 252                   ５点 

４） (ｂ−ｃ)(𝑎𝑏 + 𝑏𝑐 + 𝑐𝑎)                                                                                              ５点           

５） 𝑥 >―２かつｙ <１        ５点 

 

Ⅱ 
１） １２６通り ５点 

 

２） 

 

１６８０通り ５点 

 

３） 

 

２８０通り   ５点 

 

Ⅲ 
１） １２０°          １０点 ２） √１９             １０点 

 

Ⅳ 
１） （1，2） １０点 ２） 

𝑦＝－3𝑥2 + 6𝑥－1 

または𝑦＝− 3(𝑥－1)
2
+ 2  

１０点 

 

Ⅴ 
１） 

3

28
         １０点 ２） 

15

56
    １０点 

 



二 〇 二 二 年 度 Ⅰ 期 一 般 入 学 試 験  

小 論 文  
 

 

 

 

 

【 注 意 事 項 】  

①  合 図 が あ る ま で 、 試 験 問 題 を 開 か な い こ と 。  

②  試 験 時 間 は 五 十 分 で す 。  

③  問 題 用 紙 （ 表 紙 ） に 受 験 番 号 、 氏 名 を 記 入 す る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  
 

 

 

 

 

受 験 番 号  

 

 

 

 

 

氏 名  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  

 

二 ○ 二 二 年 度 Ⅰ 期 一 般 入 学 試 験 小 論 文  

 

「 夢 を 叶 え る た め に 必 要 な こ と 」 と い う テ ー マ で 、 八 〇 〇 字 以 内 で 述 べ て 下 さ い 。  

 



二 〇 二 二 年 度 Ⅱ 期 一 般 入 学 試 験  

問 題 用 紙 国 語  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 注 意 事 項 】  

①  合 図 が あ る ま で 、 試 験 問 題 を 開 か な い こ と 。  

②  試 験 時 間 は 五 十 分 で す 。  

③  問 題 用 紙 （ 表 紙 ） ・ 解 答 用 紙 に 受 験 番 号 、 氏 名 を 記 入 す る こ と 。  

④  解 答 は 全 て 解 答 用 紙 に 記 入 す る こ と 。  

⑤  試 験 終 了 後 、 問 題 用 紙 ・ 解 答 用 紙 と も 回 収 し ま す 。  

⑥  な お 、 判 読 不 能 の 解 答 や 記 号 記 載 ミ ス は 得 点 と な ら な い の で 注 意 す る こ と 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  

 

受 験 番 号  

 

 

 

 

 

氏 名  

 

 

 

 



二 〇 二 二 年 度 八 戸 看 護 専 門 学 校 Ⅱ 期 一 般 入 学 試 験 問 題 国 語

一 、 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

①
大 衆 消 費 社 会 と は 、 マ ス メ デ ィ ア を 通 じ て 、 富 豪 も 文 無 し も や ん ご と な き も 庶 民 も 深 い 教 養 人 も

気 の 毒 な ほ ど 無 知 な 人 も 、 み な が ほ ぼ 同 じ 情 報 を 共 有 せ ざ る を え な い 社 会 で あ り 、 そ こ で は 、 み な

が ほ ぼ 同 じ 情 報 を 共 有 せ ざ る を え な い が ゆ え に 、 み な が 大 衆 の 一 員 で し か あ り え な い 。

と い う こ と は 、 大 衆 消 費 社 会 に お い て は 、 人 は み な が ど う い う 本 を 買 っ て い る か を 知 っ て い る 。

そ し て 、 知 っ て い る か ら 、 自 分 も そ の 本 を 買 い 、 そ れ を 知 っ た ほ か の 人 も 、 さ ら に そ の 本 を 買 う 。

②

そ の （ Ａ レ ン サ ） 反 応 に 勢 い が つ き 、 大 衆 現 象 の 一 つ の 現 れ 方 と し て 、 あ る と き あ る 本 が 爆 発

的 に 流 通 す る よ う に な る の で あ る 。

そ れ が 、 二 十 世 紀 末 か ら 二 十 一 世 紀 に か け て 、 地 球 （ Ｂ キ ボ ） で 起 こ っ た の が 、 英 語 で 書 か

③

れ 、 ア メ リ カ で ベ ス ト セ ラ ー に な っ た の が 幸 い し た 『 ハ リ ー ・ ポ ッ タ ー 』 で あ る 。 上 は 大 き な 館 に

先 祖 代 々 の 図 書 室 を も つ 英 国 貴 族 か ら 、 下 は 今 ま で 子 供 に 児 童 書 な ど 買 い 与 え た こ と も な い 発 展 途

上 国 の ホ ワ イ ト カ ラ ー に ま で 、 『 ハ リ ー ・ ポ ッ タ ー 』 は 瞬 時 に 行 き 渡 っ た 。 『 ハ リ ー ・ ポ ッ タ ー 』 と

は 、 ほ か の 子 が 読 ん で い る か ら 自 分 の 子 に も 読 ま せ ね ば と 世 界 中 の 親 が 思 う に 至 っ た 本 で あ る 。

④

原 理 的 に は 、 そ の よ う な 本 は ど の よ う な も の で も あ り う る 。 優 れ た 文 学 だ と い う 可 能 性 さ え あ る 。

大 衆 消 費 社 会 で 流 行 る 文 学 は 、 そ こ に 書 か れ て い る 言 葉 が 「 読 ま れ る べ き 言 葉 」 で あ る か 否 か と 関

係 な し に 、 た ん に み ん な が 読 む か ら 読 ま れ る と い う 本 だ か ら で あ る 。 だ が 、 そ れ は （ Ｃ カ ク リ ツ ）

的 に は 、 つ ま ら な い も の が 多 い 。 そ れ は 多 く の 場 合 、 ふ だ ん 本 を 読 ま な い 人 が 読 む 本 で あ る し 、 ポ

ッ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク と 同 様 、 流 行 に （ Ｄ ビ ン カ ン ） に 反 応 す る の を 、 ま さ に 生 物 学 的 に 宿 命 づ

け ら れ て い る 若 者 の よ う に 、 将 来 の つ が い 相 手 も い れ ば ラ イ バ ル も い る 同 世 代 が 何 を し て い る の か 、

四 六 時 中 全 神 経 を 研 ぎ 澄 ま し て い る 若 者 の あ い だ で 流 行 る も の だ か ら で あ る 。 だ が 、 あ ま り に み な

が 読 ん で い る か ら と い う の で 、 ふ だ ん か ら 本 を 読 む 大 人 も 、 つ い つ い つ ら れ 買 い す る こ と も あ る 。
⑤

読 ん で パ タ ン と 本 を 閉 じ た あ と 呆 気 に と ら れ 、 同 じ よ う に 呆 気 に と ら れ た 人 と 顔 を 見 合 わ せ 、 「 あ の

本 は い っ た い 何 だ っ た ん だ ！ 」 と 叫 ん で も 後 の 祭 り で あ る 。

く り 返 す が 、 本 は 常 に 文 学 価 値 と 流 通 価 値 と い う 二 つ の 異 な っ た 価 値 を 内 在 す る 。 大 衆 消 費 社 会

の 出 現 は 二 つ の 価 値 の あ い だ に あ る 恣 意 性 を 大 き く 広 げ た だ け で は な い 。 大 衆 現 象 の （ Ｅ イ ッ カ

ン ） と し て 本 を 流 通 さ せ る こ と に よ っ て 、 そ の 恣 意 性 を ほ と ん ど 無 限 に 拡 大 さ せ る こ と に な っ た 。

⑥

実 際 、 今 、 本 屋 に 入 り 、 そ こ に 並 ん で い る 本 を 目 に し 、 「 文 学 の 終 わ り 」 を 身 を も っ て 感 ぜ ず に い

る こ と は む ず か し い 。 水 村 美 苗 「 日 本 語 が 亡 び る と き 」 よ り

問 一 空 欄 Ａ ～ Ｅ の カ タ カ ナ を 漢 字 に あ ら た め な さ い 。

問 二 傍 線 部 ① に つ い て 、 筆 者 は 大 衆 消 費 社 会 を ど の よ う な 社 会 だ と と ら え て い る か 。 解 答 欄 の 言

い 回 し に 合 う よ う に 文 中 か ら 二 十 字 前 後 で 書 き 抜 き な さ い 。



問 三 傍 線 部 ② に つ い て 、 筆 者 は そ の 本 を ど ん な 本 だ と と ら え て い る の か 。 左 群 の う ち 最 適 な も の

を 選 ん で 番 号 で 答 え な さ い 。

１ 文 学 的 価 値 の 高 い 本 ２ 大 衆 が 認 め る 本 ３ 子 ど も に 有 意 義 な 本

４ 流 行 の 先 端 を 行 く 本 ５ 「 ハ リ ー ・ ポ ッ タ ー 」

問 四 傍 線 部 ③ に つ い て 、 そ の 特 徴 を 表 す 単 語 を 文 中 よ り 二 つ 書 き 抜 き な さ い 。

問 五 傍 線 部 ④ に つ い て 、 な ぜ そ う 言 え る の か 。 文 中 よ り そ の 理 由 に あ た る 一 文 を 指 摘 し 、 最 初 と

最 後 の 五 文 字 で 答 え な さ い 。

問 六 傍 線 部 ⑤ に つ い て 、 こ の と き の 筆 者 の 心 情 を あ な た の 言 葉 で 簡 潔 に 表 し な さ い 。

問 七 傍 線 部 ⑥ に つ い て 、 筆 者 の 「 心 情 」 に 該 当 し な い も の を 選 ん で 番 号 で 答 え な さ い 。

１ 大 衆 消 費 社 会 は 本 の 価 値 を 変 え て し ま っ た 。

２ 文 学 的 に 価 値 の あ る 本 が 顧 み ら れ な く な っ た 。

３ 売 れ る 本 が 良 い 本 だ と 思 い 込 む よ う に な っ た 。

４ 恣 意 性 を 満 た す だ け の 本 が 多 く な っ て し ま っ た 。

５ 本 物 の 書 籍 は 流 通 価 値 に よ っ て 支 え ら れ て い る 。

二 、 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

①
待 た な く て よ い 社 会 に な っ た 。 待 つ こ と が で き な い 社 会 に な っ た 。

②

待 ち 遠 し く て 、 待 ち か ま え 、 待 ち 伏 せ て 、 待 ち あ ぐ ね て 、 と う と う 待 ち ぼ う け 。 待 ち こ が れ 、 待 ち

わ び て 、 待 ち か ね 、 待 ち き れ な く て 、 待 ち く た び れ 、 待 ち 明 か し て 、 つ い に 待 ち ぼ う け 。 待 て ど 暮

ら せ ど 、 待 ち 人 来 た ら ず … … 。 だ れ も が 密 か に 隠 し 持 っ て き た は ず の 「 待 つ 」 と い う 痛 恨 の 想 い も 、

③

じ わ り じ わ り 漂 白 さ れ つ つ あ る 。

携 帯 電 話 を こ の 国 に 住 む 半 数 以 上 の 人 が 持 つ よ う に な っ て 、 例 え ば 待 ち 合 わ せ の か た ち が 変 わ っ

た 。 待 ち 合 わ せ に 遅 れ そ う な ら 、 待 ち 合 わ せ 時 刻 の ち ょ っ と 前 に 移 動 先 か ら 連 絡 を 入 れ る 。 電 話 を

受 け た 方 は 、 「 じ ゃ あ 」 と 、 別 の 用 を 先 に 片 づ け た り 、 ふ と で き た 空 白 の 時 間 を 買 い 物 や 本 探 し や ぶ

Ａ

ら ぶ ら 歩 き に 充 て た り で き る 。 待 ち 時 間 の す き ま に 、 珈 琲 を 飲 み な が ら 、 ぼ ん や り 街 ゆ く ひ と を 眺

め て い る こ と も で き る 。 待 ち 人 は 苛 立 つ こ と も な く 、 待 つ と は な し に 時 間 を 潰 せ る よ う に な っ た 。

わ が 子 の 誕 生 で す ら 、 お そ る お そ る 待 つ こ と は な い 。 母 体 に 超 音 波 を 当 て て 、 や が て 生 ま れ て く

る 子 ど も の 性 を 知 る 。 顔 も ほ の か に 判 る 。 遺 伝 子 ま で 判 る 。 出 生 を じ り じ り と 待 つ こ と も な く 、 先

Ｂ

に い ろ い ろ 手 を 打 て る 。 産 着 の 準 備 、 そ し て 心 の 準 備 … … 。

も の を 長 い 眼 で 見 る 余 裕 が な く な っ た と 言 っ て も い い 。 仕 事 場 で は 、 短 い 時 間 に 「 成 果 」 を 出 す

こ と が 要 求 さ れ る 。 ど ん な 組 織 も 、 中 期 計 画 、 年 度 計 画 、 そ し て そ れ ぞ れ に 数 値 目 標 を 掲 げ 、 そ の

達 成 度 を 測 ら な い と い け な い 。 考 古 学 や 古 代 文 献 学 を は じ め 、 人 類 文 明 数 千 年 の 歴 史 の 研 究 だ っ て 、

数 年 単 位 で 目 標 を 立 て 、 自 己 点 検 を し 、 外 部 評 価 を 受 け ね ば な ら な く な っ た 。 外 食 産 業 や コ ン ビ ニ

の 出 店 ・ 閉 店 の リ ズ ム も と に か く 速 い 。 見 切 り が 速 く な り 、 待 っ て も ら え な く な っ た 。 「 ふ る さ と 」

④

の た た ず ま い も 、 い つ も あ る も の で は な く 、 帰 郷 の た び に 表 情 を 変 え て い る 。

中 略



み み っ ち い ほ ど 、 せ っ か ち に な っ た の だ ろ う か … … 。

せ っ か ち は 、 息 せ き 切 っ て 現 在 を 駆 り 、 未 来 に 向 け て 深 い 前 傾 姿 勢 を と っ て い る よ う に み え て 、

⑤

じ つ は 未 来 を 視 野 に 入 れ て い な い 。 未 来 と い う も の の 訪 れ を 待 ち 受 け る と い う こ と が な く 、 い っ

た ん 決 め た も の の 枠 内 で 一 刻 も 早 く そ の 決 着 を 見 よ う と す る 。 待 つ と い う よ り 迎 え に ゆ く の だ が 、

迎 え よ う と し て い る の は 未 来 で は な い 。 ち ょ っ と 前 に 決 め た こ と の 結 末 で あ る 。 決 め た と き に 視 野

Ｃ

に な か っ た も の は 、 最 後 ま で 視 野 に 入 ら な い 。 頑 な で あ り 、 不 寛 容 で も あ る 。 や り な お し と か 修 正

を 頑 と し て 認 め な い 。 結 果 が 出 な け れ ば 、 す ぐ に 別 の ひ と 、 別 の や り 方 で 、 と い う わ け だ 。 待 つ こ

と は 法 外 に む ず か し く な っ た 。

「 待 た な い 社 会 」 、 そ し て 「 待 て な い 社 会 」 。

意 の ま ま に な ら な い も の 、 ど う し よ う も な い も の 、 じ っ と し て い る し か な い も の 、 そ う い う も の

へ の 感 受 性 を わ た し た ち は い つ か 無 く し た の だ ろ う か 。 偶 然 を 待 つ 、 じ ぶ ん を 超 え た も の に つ き し

Ｄ Ｅ ⑥

た が う と い う 心 根 を い つ か 喪 っ た の だ ろ う か 。 時 が 満 ち る 、 機 が 熟 す の を 待 つ 、 そ れ は も う わ た し

た ち に は あ た わ ぬ こ と な の か … … 。

鷲 田 清 一 「 待 つ 」 と い う こ と よ り

問 一 二 重 傍 線 部 Ａ ～ Ｅ の 読 み を 平 仮 名 で 書 き な さ い 。

問 二 傍 線 部 ① に つ い て 、 人 間 の 生 き 方 が ど う 変 わ っ た の か 。 文 中 よ り 二 十 字 以 内 で 書 き 抜 き な

さ い 。

問 三 傍 線 部 ② に つ い て 、 こ の 表 現 を 用 い て 短 文 を 作 り な さ い 。

問 四 傍 線 部 ③ に つ い て 、 そ れ は ど う い う 意 味 か 。 簡 潔 に 答 え な さ い 。

問 五 傍 線 部 ④ に つ い て 、 例 え ば ど う な っ て い る と い う こ と か 。 簡 潔 に 答 え な さ い 。

問 六 傍 線 部 ⑤ に つ い て 、 そ の と き 視 野 に あ る の は 何 か 。 文 中 よ り 十 五 字 以 内 で 書 き 抜 き な さ い 。

問 七 傍 線 部 ⑥ に つ い て 、 そ れ を 具 体 的 に 表 し て い る 部 分 を 文 中 よ り 二 文 指 摘 し 、 そ れ ぞ れ 最 初 と

最 後 の 五 文 字 で 答 え な さ い 。
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2022 年度 八戸看護専門学校 Ⅱ期一般入学試験問題 英語 

 

 

Ⅰ．次の英文の（  ）に入れるのに最も適切なものを、１つずつ選びなさい。 

 

1.   My room (  ) many windows. 

     a)is  b)was  c)have  d)has 

 

2.   The students (  ) study hard for the exam. 

     a)is  b)has  c)has to  d)had to 

 

3.   I met him (  ). 

     a)in a day  b)the other day  c)some day  d)tomorrow 

 

4.   The kid will be taken care (  ) us. 

     a)of  b)by  c)of by  d)by of 

 

5.   The car is (  ) cheaper. 

     a)much  b)very  c)too  d)more 

 

6.   It took me about an hour (  ) the task. 

     a)finish  b)finished  c)to finish  d)finishing 

 

7.   He showed up without (  ) us know beforehand. 

     a)let  b)letting  c)let’s  d)to let 

 

8.   The building (  ) over there is our school. 

     a)stand  b)standing  c)stood  d)stands 

 

9.   New York is the place (  ) I have wanted to visit for a long time. 

     a)when  b)where  c)which  d)what 

 

10.  Your father’s sister is (  ). 

     a)an uncle  b)an aunt  c)a cousin  d)a young 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．次の日本語の意味にあうように語順を並べ替えて文を完成しなさい。 

 

 

1. うちの父は昨夜から寝込んでいます。 

(1.my  2.been  3.has   4.father  5.sick  6. in) bed since last night. 

 

2. みなさんはここに来る必要はありません。 

(1.do  2.here  3.come  4.have  5.you  6.not  7.to ). 

 

3. この本はあなたのものですか？ 

(1.is  2.book  3.yours  4.this)? 

 

4. お互いに助け合うことほど大事なことはない。 

Nothing (1.helping  2.other  3.important  4.more  5.is  6.each  7.than). 

 

5. その石はあまりに重くて、彼女には持ち上げることができなかった。 

(1.was  2.the  3.lift  4.too  5.her  6.stone  7.to  8.for  9.heavy). 

 

6. 多くの人が、肉の食べすぎは良くないといいます。 

(1.many  2.say  3.it’s  4.people  5.good  6.not  7.to ) eat too much meat. 

 

7. 彼女は英語がうまい。 

(1.a  2.she  3.good  4.of  5.is  6.speaker  7.English ). 

 

 

Ⅲ．次の文を完成するには、（ ① ）～（ ⑧ ）のそれぞれにどのような単語を入れればよいか。

下の（  ）内から単語を選び、必要なら適切な形に変えて書きなさい。一語とは限りません。同じ単

語を何度使ってもかまいません。 

 

I like（ ① ）books very much. Reading is fun. ( ② ) I have some free time, I usually read 

stories. Yesterday, I bought a book ( ③ ) was written by a famous writer. I have just ( ④ ) 

reading it. I had a very good time, and now I am ( ⑤ ) in the writer. I am going ( ⑥ ) other 

books （ ⑦ ） he wrote. So tomorrow, I ( ⑧ ) go to the library. 

 

（at  easy  finish  how  interest  see  read  when  which  will） 

 

 

 

 

 



Ⅳ．次の英文を読み、最も適切なものを、１つずつ選びなさい。 

 

 Hanukkah is one of the best-known holidays celebrated by Jews around the world. This holiday is 

also called “The Festival of Lights.” The first Hanukkah was celebrated almost 2200 years ago. At  

that time, the Jews were fighting a war. There was not much food and they didn’t have enough oil 

for their sacred lamp. They had only enough oil for one night, but God gave them a miracle. Their 

lamp burned for eight nights! 

 Today, Hanukkah is celebrated for eight days and nights in the middle of December. On the first 

night of Hanukkah, Jewish families light one candle. On the second night, two candles, and so on. 

They say prayers together as they light the candles. Children usually get one small gift each night.  

Latkes(potato pancakes) are a popular Hanukkah food. They are often eaten with apple sauce or 

sour cream. 

 

1. What made the Jews short of food and oil? 

  a)the festival  b)holidays  c)the war  d)God 

2. How old is Hanukkah? 

  a)not known  b)almost 2200 years ago  c)almost 2200 years old  d)eight days and nights 

3. How many candles are lit on the last day of Hanukkah? 

  a)none  b)one  c)eight  d)the last candle 

4. How long does the Hanukkah last? 

a)the eighth night  b)the second night  c)in the middle of December  d)eight days and nights 

5. What do the family do when they light the candles? 

  a)eat Latkes  b)get a small gift  c)say prayers  d)give them a miracle 

 

 

Ⅴ．次の各英文に、それぞれ 3語以上の英文を用いて返事をしなさい。 

1. Have you ever been abroad? 

2. What is the subject that you like most? 

3. How did you come here today? 

4. What is the weather like today? 

5. Describe your hometown. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．

５．

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

６． ７． ８． ９． １０．

氏名

１． ２．

３．

２．

得点

点

2022年度　八戸看護専門学校　Ⅱ期一般入学試験　英語　解答用紙

受験番号

１．

４．３． ５．

３．

４．

５．

Ⅰ

Ⅱ

１．

①

１． ２． ４． ５．

③

７．

→ → →

６．

→ →

→

→

→ →

→→ → →

→ →

→

→→ → → → → → →

→

→ → →

→

→

→ → →

→ → → →

→

→ →

３．

②

④

⑥

⑧

２．

⑤

⑦



各2点

各3点

各3点

各3点

各4点

４．

５．

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ
（

解
答
例
）

c a

６． ７． ８． ９． １０．

氏名

１． ２．

３．

２．

d d b

b

1

得点

点

2022年度　八戸看護専門学校　Ⅱ期一般入学試験　英語　模範解答

受験番号

１．

４．３． ５．

３． I came here by bus.

４． It is fine.

５． It is a cold city.  /  It has many people.

I like English best.

c b

Ⅰ

Ⅱ

c

c

１．

b

Yes, I have.  /  No, I haven’t.

①

will

１． ２． ４． ５．

c

3 6

③

c c d

７．

→ 7 → →

６．

5 → 4 →

2

2 → 3

→ 3

→ 4 →

2 →4 → 3 →

4

5 → 6

5 → 1 → 6

1 →

→ 3→ → → → → → →

6→

→ 7 → 1 →

→

3

→ 2

1 → 4 → 2 → 3

2 → 5 → 1 → 4 → 7

5 → 7

2 6 1 4 9 8

→ 6 →

5 7

３．

②

④

⑥

⑧

when

finished

to read

２．

reading/ to read

which

⑤ interested

⑦ which



 

2022年度 Ⅱ期一般入学試験  

問題用紙 数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

① 合図があるまで、試験問題を開かないこと。 

② 試験時間は 50分です。 

③ 問題用紙（表紙）、解答用紙に受験番号、氏名を記入すること。 

④ 解答は全て解答用紙に記入すること。 

⑤ 試験終了後、問題用紙・解答用紙とも回収します。 

⑥ なお、判読不能の解答や記号記載ミスは得点とならないので注意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験

番号 
 氏名  

 

八戸看護専門学校 



 

 

2022年度 八戸看護専門学校 Ⅱ期一般入学試験問題 数学 

 

 

Ⅰ.次の各問いに答えなさい。 

 １）𝑥2 − 2𝑥𝑦 + 𝑦2 − 𝑥 + 𝑦 − 20を因数分解しなさい。 

 ２）𝑎 = √3 +1のとき、𝑎 +
1

𝑎
の値を求めなさい。但し分母を有理化して答えなさい。 

 ３）集合 ,A Bを𝐴＝{𝑥|−1 ≤ 𝑥 ≤ 3，𝑥は実数}，𝐵＝{𝑥|0 < 𝑥 < 4, 𝑥は実数}とする。このとき 

𝐴̅ ∩ 𝐵を求めなさい。 

 ４）循環小数 0.2̇を分数で表しなさい。 

 

 

Ⅱ.二次関数𝑓(𝑥)＝𝑥2 + 2𝑎𝑥 +５𝑎－14・・・①について次の各問いに答えなさい。 

1） 二次関数①の最小値を、𝑎を用いて答えなさい。 

2） 二次関数①の最小値が－８であるとき、aの値を求めなさい。 

 

 

Ⅲ.△𝐴𝐵𝐶において、𝐴𝐵 = 6, 𝐵𝐶 = 3, 𝐶𝐴 = 5とする。𝐴𝐵の中点をMとするとき、次の各問いに答え

なさい。 

 1）cos𝐴の値を求めなさい。 

 2）線分𝐶𝑀の長さを求めなさい。 

  

 

Ⅳ.2次方程式𝑥2 − 2𝑎𝑥 + 1 = 0・・・① 𝑥2 − 2𝑎𝑥 + 2𝑎 = 0・・・② について、次の条件を満

たす定数aの値の範囲を求めなさい。 

 1）①が実数解をもつ。 

 2）①②ともに実数解をもつ。 

 3）①②の少なくとも一方が実数解をもつ。 

 

 

Ⅴ. 次の確率を求めなさい。 

1）２個のさいころを同時に投げるとき、出る目の積が１２の倍数である確率。 

2）A,B,C,D,E の 5文字を任意に 1列に並べるとき、A,Bが隣り合う確率。 



2022年度 八戸看護専門学校 Ⅱ期一般入学試験 数学 解答用紙   

受験番号 
 

氏名 
   

点 

 

 Ⅰ 

１）   

２）   

３）   

４）   

 Ⅱ １）   ２）   

 Ⅲ １）   ２）   

 Ⅳ １） 

 

 

 

２） 

 

 

 

 

 

３） 

 

 

 

   

 Ⅴ １）   ２）   

 



2022年度 八戸看護専門学校 Ⅱ期一般入学試験 数学 模範解答   

受験番号 
 

氏名 
   

点 

 

 Ⅰ 

１） (𝑥 − 𝑦 −５)(𝑥－𝑦＋４)                         ５点 

２） 
1+3√3

2
                                                   ５点 

３） 3 < 𝑥 < 4                                  ５点 

４） 
2

9
                                                        ５点 

 Ⅱ １） －𝑎2 + 5𝑎 − 14  １０点 ２） 𝑎 = 2,3   

１０点 

（一方 

のみは 

５点） 

 Ⅲ １） 
13

15
 １０点 ２） 2√2           １０点 

 Ⅳ １） 

𝑎 ≤ −1, 𝑎 ≥ 1  

 

 

２） 

 

 

𝑎 ≤ −1, 𝑎 ≥ 2   

 

 

３） 

 

 

𝑎 ≤ 0, 𝑎 ≥ 1   

１０点 ５点 ５点 

 Ⅴ １） 
7

36
 １０点 ２） 

2

5
             １０点 

 



二 〇 二 二 年 度 Ⅱ 期 一 般 入 学 試 験  

小 論 文  
 

 

 

 

 

【 注 意 事 項 】  

①  合 図 が あ る ま で 、 試 験 問 題 を 開 か な い こ と 。  

②  試 験 時 間 は 五 十 分 で す 。  

③  問 題 用 紙 （ 表 紙 ） に 受 験 番 号 、 氏 名 を 記 入 す る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  
 

 

 

 

 

受 験 番 号  

 

 

 

 

 

氏 名  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  

 

二 〇 二 二 年 度 Ⅱ 期 一 般 入 学 試 験 小 論 文  

 

 「 あ な た が 人 に 薦 め る 本 」 と い う テ ー マ で 、 八 〇 〇 字 以 内 で 自 分 の 考 え た こ と を 述 べ

て く だ さ い 。  

 



二 〇 二 二 年 度 Ⅲ 期 一 般 入 学 試 験  

問 題 用 紙 国 語  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 注 意 事 項 】  

①  合 図 が あ る ま で 、 試 験 問 題 を 開 か な い こ と 。  

②  試 験 時 間 は 五 十 分 で す 。  

③  問 題 用 紙 （ 表 紙 ） ・ 解 答 用 紙 に 受 験 番 号 、 氏 名 を 記 入 す る こ と 。  

④  解 答 は 全 て 解 答 用 紙 に 記 入 す る こ と 。  

⑤  試 験 終 了 後 、 問 題 用 紙 ・ 解 答 用 紙 と も 回 収 し ま す 。  

⑥  な お 、 判 読 不 能 の 解 答 や 記 号 記 載 ミ ス は 得 点 と な ら な い の で 注 意 す る こ と 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  

 

受 験 番 号  

 

 

 

 

 

氏 名  

 

 

 

 



二 〇 二 二 年 度 八 戸 看 護 専 門 学 校 Ⅲ 期 一 般 入 学 試 験 問 題 国 語

一 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

①

正 確 な 文 章 の 推 敲 は 「 十 把 一 絡 げ 」 の 発 想 で す 。 （ Ａ ） 、 電 車 で 両 足 を 大 き く 広 げ て 座 っ て

て い る 若 者 が い る 。 二 度 、 三 度 と そ れ を 見 る と 、 あ な た は 「 こ の ご ろ の 若 い 者 は み な 、 作 法 を 知 ら な

い 」 と 結 論 を 下 す か も し れ ま せ ん 。 （ Ｂ ） 、 こ れ は 正 確 で は あ り ま せ ん 。 四 十 代 、 五 十 代 の

男 性 も （ １ ケ ッ コ ウ ） 、 足 を 広 げ て 大 威 張 り で 座 っ て い る 。 残 念 な こ と に 足 が 短 い か ら そ れ ほ ど 目

立 た な い だ け の 話 で す 。 実 際 の 様 子 を よ く 観 察 せ ず 、 「 こ の 頃 の 若 い 者 は 」 と 結 論 づ け る の は 十 把 一

絡 げ の 発 想 で す 。 年 寄 り に も 作 法 を 知 ら な い 人 が い れ ば 、 若 い 人 で も 作 法 を 心 得 た 人 が い る 。 現 実 は

単 純 で は あ り ま せ ん 。

（ Ｃ ） 、 実 際 に 文 章 を 書 く 場 合 は 「 こ の ご ろ の 若 者 は け し か ら ん 。 み ん な 作 法 を 知 ら ぬ 」

と 断 定 し た ほ う が （ ２ カ ッ コ ウ ） が つ く と い う よ う な （ ３ サ ッ カ ク ） を 覚 え る の で す 。 「 四

十 代 、 五 十 代 で も 作 法 を 知 ら ぬ も の が い る が 、 こ の ご ろ は 作 法 を 知 ら ぬ 若 者 が さ ら に ふ え て い る 」 と

書 い た の で は お と な し す ぎ る と 思 い 、 つ い 断 定 を 下 す 書 き 方 を し て し ま う の で す 。 そ の た め に 正 確 さ

を 犠 牲 に し て し ま う の で す 。 文 章 を 書 く と き 、 私 た ち は 常 に 十 把 一 絡 げ に よ る 断 定 の 誘 惑 と 闘 わ ね ば

な り ま せ ん 。

敗 戦 直 後 に は や っ た 発 想 に 「 ア メ リ カ 万 歳 日 本 だ め 」 と い う の が あ り ま し た 。 た と え ば 、 占 領 軍 に

勤 め る 労 務 者 が 病 気 で 倒 れ る 。 米 軍 将 校 が 菓 子 や 缶 詰 を 持 っ て 見 舞 い に 来 て く れ る 。 そ の 一 人 の 米 軍

将 校 を ほ め る の は い い 。 （ Ｄ ） 、 そ う し な か っ た 日 本 人 を 「 日 本 人 だ め 」 と け な す の は ど う か 。

「 ア メ リ カ 万 歳 日 本 だ め 」 「 イ ギ リ ス 万 歳 日 本 だ め 」 の 後 に 、 高 度 成 長 期 が あ っ て 、 い つ か 「 日 本

万 歳 ア メ リ カ だ め 」 「 日 本 万 歳 イ ギ リ ス だ め 」 が （ ４ ロ コ ツ ） に な り ま し た 。

こ れ は 「 昔 は よ か っ た 今 は だ め 」 と か 「 若 者 万 歳 お じ ん だ め 」 と か 、 い ろ い ろ な 十 把 一 絡 げ の 思 考

に つ な が る の で す 。 十 把 一 絡 げ の 考 え 方 に な じ め ば な じ む ほ ど 、 文 章 は 一 見 、 切 れ 味 が 鋭 く な り ま す 。

が 、 そ れ は 危 険 な こ と で す 。 一 見 、 切 れ 味 が 鋭 い 文 章 は 、 実 は 正 確 さ を 犠 牲 に し て い る 場 合 が 少 な く

あ り ま せ ん 。 辰 野 和 男 「 文 章 の 書 き 方 」 よ り

問 一 傍 線 部 ① に つ い て

（ １ ） 読 み を 平 仮 名 で 書 き な さ い 。

（ ２ ） そ の 意 味 を 文 中 の 表 現 を 用 い て 二 十 字 以 内 で 答 え な さ い 。

（ ３ ） 「 十 把 一 絡 げ 」 を 使 っ て 短 文 を 作 り な さ い 。

問 二 空 欄 （ Ａ ） ～ （ Ｄ ） に 左 群 よ り 最 適 な 語 を 選 ん で 番 号 で 答 え な さ い 。

１ と こ ろ が ２ し か し ３ た と え ば ４ だ か ら と い っ て ５ も し も

問 三 空 欄 （ １ ） ～ （ ４ ） の 片 仮 名 を 漢 字 に 改 め な さ い 。

問 四 筆 者 が こ の 文 章 で 主 張 し た か っ た の は ど う い う こ と か 。 文 中 よ り 一 文 で 書 き 抜 き な さ い 。



二 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

Ⅰ 私 が 長 く 研 究 し て き た ゴ リ ラ は よ く 遊 ぶ 。 取 っ 組 み 合 っ た り 、 追 い か け 合 っ た り し て 、 と き に は

短 い 休 止 を 挟 ん で 一 時 間 以 上 も 遊 び 続 け る こ と が あ る 。 互 い に 高 い と こ ろ に 上 っ て 胸 を た た き 合 う 「 お

山 の 大 将 ご っ こ 」 や 、 数 頭 が （ Ａ ジ ュ ズ ） つ な ぎ に な っ て 歩 く 「 電 車 ご っ こ 」 に 似 た 遊 び も あ る 。

遊 び の （ Ｂ ト ク チ ョ ウ ） は 、 経 済 的 な 目 的 を 持 た ず 、 体 の 大 き い ほ う が 自 分 の 力 を （ Ｃ ヨ ク セ イ ）

し て 小 さ い ほ う に 合 わ せ 、 互 い に 役 割 を （ Ｄ コ ウ タ イ ） す る と こ ろ に あ る 。

Ⅱ 相 手 に 勝 つ こ と が 目 標 で は な く 、 互 い に 立 場 を 交 代 し な が ら 競 い 合 い 、 そ の プ ロ セ ス を 楽 し み 、

勝 ち 負 け に こ だ わ ら ず 健 闘 を た た え 合 う 。 い っ し ょ に ス ポ ー ツ に 興 じ た こ と に よ っ て 、 よ り い っ そ う

信 頼 で き る 仲 間 と な る 。 観 戦 者 も こ の 同 調 の 輪 に 巻 き 込 み な が ら 、 ス ポ ー ツ は 私 た ち の 社 会 を 和 ま せ 、

新 た な き ず な を つ く る こ と に （ Ｅ コ ウ ケ ン ） し て き た の だ と 思 う 。

Ⅲ し か し 、 最 近 の オ リ ン ピ ッ ク は 商 業 主 義 が 目 立 ち 、 観 光 収 入 や 放 映 権 を め ぐ っ て 大 量 の 札 束 が 飛

び 交 う 国 家 事 業 に な っ た 。 放 映 権 を 握 る ア メ リ カ の テ レ ビ 会 社 に 配 慮 し て 競 技 の 時 間 を 設 定 し た り 、

海 外 の プ ロ ス ポ ー ツ と か ち 合 わ な い よ う に （ Ｆ コ ク シ ョ ） の 夏 に 開 催 し た り と 、 ど う も 選 手 や 観 客

の 健 康 に 配 慮 し て い る と は 思 え な い 。

①

Ⅳ 一 番 の 問 題 は 、 オ リ ン ピ ッ ク が 国 の 威 信 を め ぐ る 戦 い の 場 と 化 し て い る こ と だ 。 『 』

と い う ク ー ベ ル タ ン 男 爵 の 言 葉 は ど こ へ や ら 、 今 は メ ダ ル を い く つ と る か が 国 や 人 々 の 主 な 関 心 事 で

あ る 。 そ の た め に （ Ｇ セ ン ニ ン ） の コ ー チ を つ け 、 強 化 合 宿 を 実 施 し て （ Ｈ セ イ カ ） を 上 げ よ う

と す る 。 本 来 は 個 人 や チ ー ム の 戦 い な の に 、 選 手 た ち は 国 を 背 負 っ て 競 技 に 臨 み 、 負 け れ ば 「 申 し 訳

②

な い 」 と 謝 る こ と に な る 。 何 か お か し く は な い だ ろ う か 。

中 略

Ⅴ 四 年 ご と に 開 催 国 を 変 え て 実 施 す る 方 式 も 改 め た ほ う が い い 。 開 催 準 備 に 多 大 な 費 用 が か か り 、

大 規 模 な 開 発 が 行 わ れ る か ら で あ る 。 森 が 切 り 開 か れ 、 海 が 埋 め 立 て ら れ て 、 新 し い 競 技 施 設 や ホ テ

ル が で き る 。 近 年 は 環 境 破 壊 が 問 題 に な り 、 開 催 場 所 が た び た び 変 更 さ れ て い る 。 い っ そ の こ と 、 オ

リ ン ピ ッ ク の 開 催 を （ Ｉ ハ ッ シ ョ ウ ） の 地 で あ る ギ リ シ ャ に 固 定 し た ら ど う だ ろ う 。 そ う す れ ば 聖

火 リ レ ー も 行 う 必 要 は な い し 、 競 技 場 も 繰 り 返 し 使 え る 。 開 発 国 家 の 夢 を 追 い 続 け る か の よ う な 開 催

国 の た ら い 回 し は 、 低 成 長 時 代 に ふ さ わ し い と は 思 え な い 。

③

Ⅵ 新 型 コ ロ ナ を 体 験 し た 私 た ち は 、 ス ポ ー ツ の 本 来 の 意 味 に 戻 る 必 要 が あ る 。 事 実 、 ス ポ ー ツ は 障

害 者 を 含 む 個 性 を 尊 重 し た 多 様 な （ Ｊ ジ ッ セ ン ） に な り つ つ あ る し 、 ｅ ス ポ ー ツ な ど 身 体 を 離 れ た

形 式 も 取 り 入 れ ら れ つ つ あ る 。 人 間 の 身 体 や 可 能 性 を か け た ス ポ ー ツ な ら 、 科 学 的 な デ ー タ と そ の 分

析 を 通 じ て 合 理 的 な 練 習 法 を 開 発 す べ き だ 。 ス ポ ー ツ を 経 済 的 な 目 的 を 持 た な い 、 人 間 の 福 祉 に コ ウ

ケ ン す る 遊 び と 考 え れ ば 、 さ ま ざ ま な 交 流 が 芽 生 え る 新 し い 世 界 が 開 け る と 思 う 。

山 極 寿 一 「 ２ ０ ２ １ 朝 日 新 聞 記 事 」 よ り



問 一 空 欄 Ａ ～ Ｊ の 片 仮 名 の 語 に つ い て 、 該 当 す る 漢 字 が 含 ま れ る も の を そ れ ぞ れ の グ ル ー プ か ら 選

ん で 番 号 で 答 え な さ い 。

（ Ａ ） １ 需 要 ２ 呪 術 ３ 教 授 ４ 大 樹 ５ 授 与 ６ 喜 寿 ７ 充 実 ８ 珠 玉

（ Ｂ ） １ 調 布 ２ 徴 収 ３ 出 張 ４ 潮 位 ５ 懲 罰 ６ 挑 戦 ７ 長 靴 ８ 頂 上

（ Ｃ ） １ 誠 実 ２ 正 確 ３ 整 備 ４ 制 御 ５ 静 止 ６ 製 図 ７ 精 米 ８ 成 分

（ Ｄ ） １ 後 退 ２ 後 代 ３ 広 大 ４ 高 台 ５ 抗 体 ６ 交 耐 ７ 光 体 ８ 母 胎

（ Ｅ ） １ 後 見 ２ 高 検 ３ 献 上 ４ 効 験 ５ 膠 原 ６ 公 言 ７ 合 憲 ８ 後 件

（ Ｆ ） １ 篆 刻 ２ 酷 評 ３ 南 極 ４ 地 獄 ５ 克 己 ６ 国 旗 ７ 国 情 ８ 天 国

（ Ｇ ） １ 仙 人 ２ 妊 婦 ３ 前 任 ４ 忍 耐 ５ 仁 徳 ６ 千 人 ７ 認 識 ８ 大 蒜

（ Ｈ ） １ 静 観 ２ 生 還 ３ 成 功 ４ 正 価 ５ 聖 火 ６ 盛 夏 ７ 制 止 ８ 性 格

（ Ｉ ） １ 対 象 ２ 大 賞 ３ 焼 酎 ４ 奨 励 ５ 祥 月 ６ 証 券 ７ 症 状 ８ 正 月

（ Ｊ ） １ 選 択 ２ 十 銭 ３ 宣 託 ４ 先 見 ５ 占 有 ６ 白 日 ７ 戦 闘 ８ 践 祚

問 二 傍 線 部 ① の ク ー ベ ル タ ン 男 爵 の 近 代 オ リ ン ピ ッ ク に 関 す る 有 名 な 言 葉 を 書 き な さ い 。

問 三 傍 線 部 ② に つ い て 、 筆 者 が 指 摘 す る 「 お か し い こ と 」 と は 何 か 。 文 中 よ り 過 不 足 な く 簡 潔 に 書、 、 、 、

き 抜 き な さ い 。、 、 、 、 、 、

問 四 左 の 文 章 は 本 文 の 一 部 で す 。 ど こ へ 挿 入 す る の が 妥 当 か 、 段 落 ご と の 数 字 （ Ⅰ ～ Ⅵ ） の 前 と い

う 形 で 指 摘 し な さ い 。

身 体 を 同 調 さ せ る 楽 し さ を 追 求 す る 中 で 、 こ う い っ た ル ー ル が 自 然 に 立 ち 上 が る 。

人 間 の 遊 び も こ の ル ー ル を 踏 襲 し て い る し 、 ス ポ ー ツ の 原 則 も こ こ に あ る の で は

な い だ ろ う か 。

問 五 傍 線 部 ③ に つ い て 、 そ れ に 該 当 す る 一 文 を 指 摘 し 、 最 初 と 最 後 の 五 文 字 で 答 え な さ い 。
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二 〇 二 二 年 度 　 八 戸 看 護 専 門 学 校

Ⅲ 期 一 般 入 学 試 験 　 国 語 　 模 範 解 答

問 五
問 三

問 二 A

（ J ）

問 三
問 四

問 二

二
一

に 勝 つ

Ⅱ の 前
手相

（ F ）

得
点

恰 好 も 可

氏
名

受
験
番
号

（ C ）

○ 商 業 主 義 　 　 ○ 国 の 威 信 　 　 ○ 多 大 な 費 用 　 　 ○ 環 境 破 壊

○ 開 催 国 の た ら い 回 し  な ど 。

（ G ） 3

際 の 様 子 を よ く 観 察 せ ず 結 論 づ け る

問 一

 じ っ ぱ ひ と か ら げ

十 把 一 絡 げ で 扱 う の は 良 く な い 。  な ど 。 （ 「 一 緒 く た 」 に す る 意 味 で ）

B C D

（ １ ）

実

（ ２ ）

1 423

（ B ）

（ ３ ）

（ A ） （ D ） （ E ）

問 四

一 見 、 切 れ 味 が 鋭 い 文 章 は 、 実 は 正 確 さ を 犠 牲 に し て い る 場 合 が 少 な く あ り ま せ

ん 。

（ １ ） （ ２ ） （ ３ ） （ ４ ）結 構 格 好 ・ 恰 好 錯 覚  露 骨

5 8

オ リ ン ピ ッ ク は 参 加 す る こ と に 意 義 が あ る 。

問 一

38 2 4 2 ・ 6

2

～ た え 合
3 （ I ）（ H ）

一

問 四
問 三

問 一

「 一 文 」 で あ る こ と 。 誤 記 、 脱 字 等 は そ の つ ど 一 点 減 。

（ ２ ）

1
0

1
0

各
2

1
0

（ ２ ）

問 二 原 文 で 答 え て も 良 い 。

『 実 際 よ り も オ ー バ ー に 断 定 を 下 す こ と 。 』 な ど で も 可 。

「 書 き 抜 き 」 で は な い 。

う 。

問 一

二

（ D ） ２ ま た は ６ 。 ど ち ら か 片 方 で も 可

問 三

順 不 同 。 意 味 が 通 じ て い れ ば 可 。

本 文 で は 直 接 触 れ て い な い が 、 Ｉ Ｏ Ｃ や 一 部 の 競 技 連 盟 の 問 題 を 指 摘 し た 場 合 も

可 。
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【注意事項】 

① 合図があるまで、試験問題を開かないこと。 

② 試験時間は 50分です。 

③ 問題用紙（表紙）、解答用紙に受験番号、氏名を記入すること。 

④ 解答は全て解答用紙に記入すること。 

⑤ 試験終了後、問題用紙・解答用紙とも回収します。 

⑥ なお、判読不能の解答や記号記載ミスは得点とならないので注意すること。 
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2022年度 八戸看護専門学校 Ⅲ期一般入学試験問題 英語 

 

 

Ⅰ．次の英文の（  ）に入れるのに最も適切なものを、１つずつ選びなさい。 

 

1.   Tom will (  ) Kyoto tomorrow. 

     a)arrive  b)go  c)come  d)get to 

 

2.   (  ) students came to the party? 

     a)Who  b)When  c)How many  d)Where 

 

3.   It (  ) an hour to finish the task. 

     a)took me  b)cost me  c)spend  d)need 

 

4.   I was so tired I (  ) and slept. 

     a)lay  b)laid  c)lain  d)lied 

 

5.   You (  ) watch TV so long. 

     a)had not better to  b)had not better  c)had better not  d)had better not to 

 

6.   Please remember (  ) the letter when you go out. 

     a)mailing  b)to mail  c)having mailed  d)that you mail 

 

7.   Which is (  ), Hokkaido or Shikoku? 

     a)big  b)the biggest  c)more big  d)bigger 

 

8.   I study music (  ) Tuesdays. 

     a)at  b)for  c)on  d)in 

 

9.   I didn’t know English, (  ) I tried hard. 

     a)but  b)if  c)and  d)or 

 

10.  Twelve plus thirteen is (  ). 

     a)fifty  b)twenty three  c)twenty five  d)thirty three 

 

 

Ⅱ．次の日本語の意味にあうように語順を並べ替えて文を完成しなさい。 

 

 

  



1. 彼は私に大きな箱をくれました。 

(1.he  2.me  3. a  4.to  5.box  6.big  7.gave ). 

 

2. 昨日、誰がここに来たのですか？（一語不要） 

(1.yesterday  2.who  3.did  4.came  5.here)? 

 

3. 私の母は友人たちにメアリーと呼ばれています。 

(1.called  2.mother  3.Mary  4.is  5.her  6.my  7.by  8.friends). 

 

4. 彼女は、自分がカナダに行ったことがあると言っています。 

She (1.Canada  2.she  3.says  4.to  5.been  6.has). 

 

5. 料理がとても上手な人もいる。 

(1.good  2.at  3.very  4.people  5.are  6.some) cooking. 

 

 

Ⅲ．次の 1～3の各英文を読み、本文の内容に合うものを１つずつ選び数字で答えなさい。 

 

1. 

Mary: Could I ask a favor of you, James? 

James: What can I do for you, Mary? 

Mary: Would you mind if I used your computer? 

James: No, go right ahead. 

Mary: Thanks. I’ll finish typing this paper in about thirty minutes. 

James: Okay. Take your time. 

 

①(1.Mary is using her computer now.  2.James is using his computer now.  3.James will let Mary 

use his computer.  4.James will not let Mary use his computer.) 

 

②(1.Mary will finish her paper in half an hour.  2.Mary will finish her paper in half a minute.  

3.Mary will finish her paper in half a second.  4.The computer will take her time.) 

 

 

2. 

Mary: Do you have any plans for tomorrow, James? 

James: Well, no, I don’t. But I’d like to see a movie. 

Mary: Great! I’d love to see a movie, too. 

James: Would you? What kind of movies do you like? 

 

 



Mary: All kinds, but I like science fiction movies best. What kind of movies do you like, James? 

James: I prefer horror movies.  

 

③(1.They will probably go out together tomorrow.  2.James likes SF movies better than horror 

movies.  3.James and Mary both have something to do tomorrow.  4.Mary doesn’t enjoy horror 

movies.) 

 

 

3. 

James: What would you like to be after you finish school? 

Yuji: Well, I’m thinking of becoming an English interpreter. 

James: That sounds wonderful! I’m sure you’ll be a good interpreter. 

Yuji: Well, I must study a lot and get a broad background in English-speaking countries, you know. 

James: I hope your dream will come true. 

Yuji: Thanks. Do you have any plans about your future? 

James: I’m interested in various things like law, economy, education and so on. All these fields seem 

exciting to me! 

Yuji: We’ll have to work hard! 

 

④(1.James doesn’t have any idea what he wants to do in the future.  2.Yuji doesn’t have any idea 

what he’ll be in the future.  3.Yuji thinks he has to study hard to make his dream come true.  

4.Yuji must study abroad.) 

 

⑤(1.James is not interested in teaching.  2.James is interested in teaching.  3.They will study 

hard together.  4.They will work together.) 

 

 

Ⅳ．次の英文は春子さんのある日の日記です。英文を読んで以下の問いに答えなさい。 

 

I came home (① from, of, to ) school at half past twelve. After lunch, Father asked me to take our 

dog Kuro (② to, which, for ) a walk. Kuro walked so fast (③ when, that, if ) I got a little tired. 

When I came back, I got a letter from my brother stay (④ to, of, in ) America. He said in (⑤ your, 

his, her ) letter, “Three weeks have passed since I came to America. I have made friends with many 

American students. The English (⑥ speak, spoken, speaking ) by them is not always clear, (⑦ so, 

but, or ) it is sometimes difficult for me to understand them.” 

He also said, “I am (⑧ study, studied, studying ) English very hard now. Haruko, don’t stop (⑨ 

listen, listens, listening ) to the English programs on the radio.” I thought I (⑩ have, had, having ) 

to study English much harder. 

 

 



1. (  )①～⑩の中の語のうち、最も適当なものを１つずつ選び、記号で答えなさい。 

2. 本文中下線部 ”half past twelve” とは何時何分のことか。 

3. 下線部“stay”を適当な形に変えなさい。 

4. 本文中の次の英文を日本語に直しなさい。 

I have made friends with many American students. 

 

 

Ⅴ．「将来の夢」という題で、20語以上の英作文を書きなさい。 
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Staying

たくさんのアメリカ人の友人ができました。４．

I want to be a good nurse in the future.
My grandmother was a nurse too.
I saw her work in a hospital and I was very impressed.
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2022年度 八戸看護専門学校 Ⅲ期一般入学試験問題 数学 

 

 

Ⅰ.次の各問いに答えなさい。 

 １）(𝑥 + 1)(𝑥 + 3)(𝑥 − 2)(𝑥 − 4)を展開しなさい。 

 ２）縦 60cm横 90ｃｍの紙を無駄なく正方形に分けるには、最大一辺何ｃｍにすればよいか答えなさ

い。 

 ３）|√3 − 5|を簡単にしなさい。（絶対値記号をはずしなさい） 

４）放物線𝑦 = −
1

2
𝑥2 − 3𝑥 +

3

2
の頂点の座標を求めなさい。 

 

Ⅱ.次の不等式を解きなさい。 

 1）𝑥2 + 3𝑥 + 1 ≤ 0 

 2）4𝑥2 + 4𝑥 + 1 ≤ 0 

 3）𝑥2 − 4𝑥 + 3 > 0 

 

Ⅲ.関数𝑦 = (𝑥2 − 2𝑥)2 + 4(𝑥2 − 2𝑥) + 1について、次の各問いに答えなさい。 

1）𝑡 = 𝑥2 − 2𝑥とするとき、𝑡の最小値を求めなさい。 

2）𝑦の最小値を求めなさい。 

  3）𝑦が最小となる𝑥の値を求めなさい。 

 

 

Ⅳ.山の麓 A駅と山頂 B駅を結んでいるロープウェイがある。そのロープウェイの軌道の傾斜は２５°

で A駅、B駅間の距離は 1000ｍである。次の各問いに答えなさい。 

ただし、𝑠𝑖𝑛25° = 0.4226, 𝑐𝑜𝑠25° = 0.9063とし,小数第一位は四捨五入しなさい。 

1） A駅、B駅の標高差(BC間)              B駅 

2） A駅、B駅間の水平距離(AC間) 

 

1000m 

25° 

A駅                   C 

 

Ⅴ.０から６までの７個の数字をもちいて４桁の数字をつくる、ただし同じ数字は１回しか使わないもの

とする。次の数字の個数を答えなさい。 

1） ４桁の数字 

2） ４桁の偶数 



2022年度 八戸看護専門学校 Ⅲ期一般入学試験 数学 解答用紙 

受験番号 
 

氏名 
 

 

 Ⅰ 

１）  

２）  

３）  

４）  

 Ⅱ １）  ２）  ３）  

 Ⅲ １）  ２）  ３）  

 Ⅳ １）  ２）  

 Ⅴ １）  ２）  

 

                       

 

点 



2022年度 八戸看護専門学校 Ⅲ期一般入学試験 数学 模範解答 

受験番号 
 

氏名 
 

 

 Ⅰ 

１） 𝑥4 − 2𝑥3 − 13𝑥2 + 14𝑥 + 24                        ５点 

２） 30𝑐𝑚                                  ５点 

３） 5 − √3                                ５点 

４） (−3，6)                               ５点 

 Ⅱ １） 

−3−√5

2
≤ 𝑥 ≤

−3+√5

2
       

 

６点 

２） 

𝑥 = −
1

2
     

 

８点 

３） 

𝑥 < 1,3 < 𝑥 

 

６点 

 Ⅲ １） －1      ７点 ２） ―2     ８点 ３） 𝑥 = 1      ５点 

 Ⅳ １） 423ｍ       １０点 ２） 906ｍ             １０点 

 Ⅴ １） ７２０       １０点 ２） ４２０             １０点 

 

                       

 

点 



二 〇 二 二 年 度 Ⅲ 期 一 般 入 学 試 験  

小 論 文  
 

 

 

 

 

【 注 意 事 項 】  

①  合 図 が あ る ま で 、 試 験 問 題 を 開 か な い こ と 。  

②  試 験 時 間 は 五 十 分 で す 。  

③  問 題 用 紙 （ 表 紙 ） に 受 験 番 号 、 氏 名 を 記 入 す る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  
 

 

 

 

 

受 験 番 号  

 

 

 

 

 

氏 名  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 戸 看 護 専 門 学 校  

 

二 〇 二 二 年 度 Ⅲ 期 一 般 入 学 試 験 小 論 文  

 「 あ な た が 求 め る 豊 か さ 」 に つ い て 、 八 〇 〇 字 で 述 べ て く だ さ い 。  

 


